

















































れた。研究2の結果から、Prehospital Stroke Life Support（PSLS）コースガイドブックを使用し
た脳卒中勉強会は約1割と少ないことが明らかとなったことからも、今後は脳卒中勉強会の内容の
検討も必要と考えられた。資格取得後のこうした学習機会に関しては、約7割の者が医師や看護師
などの医療従事者による勉強会を希望しており、脳卒中専門医師や看護師の積極的な関わりへの期
待が示された。
（総括）
滋賀県、大阪府、秋田県の実働救急救命士を対象とした脳卒中救急搬送に関する調査の結果、救急
救命士が脳卒中専門医療機関搬送するために必要な知識のひとつであるt－PA実施可能基準に関す
る知識完答に関連する要因は勉強会などの学習機会をもつことであることが示唆された。
